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【 2020/9 第2例会 】

第3043回例会

2020-2021年度RIテーマ： 「ロータリーは機会の扉を開く」

安城ロータリークラブ会長方針： 「もっと、この街と！」

1. 本日、例会終了後にＩＭ実行委員会を行います。

2. 9/18(金) 例会終了後、IMについての全体会議を行います。

3. 観劇同好会より 10/11(日)御園座10月公演「錦秋御園座歌舞伎」を企画しました。ご参加ください。

4. ゴルフ部会より 第1回安城RCゴルフコンペの優勝は戸谷 央君でした。おめでとうございます！

5. 10/21(水) 第2回安城RCゴルフコンペを行います。 先着20名です！お早め！！

6. 11/23(月・祝) ガバナー補佐杯ゴルフ大会を安城RCホストにて開催いたします。
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「イニシエーションスピーチ」

稲垣礼子さん・野田敏男君・山口雄史君・成瀬清二君・永井慎悟君・榮圭士君・赤木禎行君

野田　敏男君■ 出席報告 ■ 今月のお祝い

55名

44名

43名

12名

◆　クラブフォーラム ロータリー情報委員会

71.80%

月・祝 ガバナー補佐杯ゴルフ大会を安城 ホストにて開催いたします。

会員誕生日 ３名

婦人誕生日 ３名

結婚記念日 １組

イニシエーションスピーチ 稲垣 礼子さん

皆様こんにちは。昨年９月２７日に歴史と伝統ある安城ロータリークラブの入会式をさせていただき

ました稲垣礼子でございます。

入会前に説明を受けていたイニシエーションスピーチを本日いよいよ自分がする機会となりました。

英語が堪能でない私が初めて「イニシエーションスピーチ」という単語を聞いたときは「？？？」でした

ので、何を話せば良いのかしら、と思い「イニシエーション」とはどういう意味かちょっと調べてみました。

特定の社会的集団に成員として加入する際に行われる儀礼で、正式な成員として承認される手続や

儀式のことをいうようです。

「イニシエーション」という意味では、本日のスピーチ以上に、昨年１１月２４日に出させていただいた５時間耐久リレーマラソンが意義

深かったように思います。寺田会長年度にご入会をお許しいただいたというご縁で、思いがけず走らせていただきましたが、出場者の

皆様と少しだけ苦しい時間を共有させていただいたことで、それ以降の例会でもたくさんの会員の方々からねぎらいのお声がけをいた

だけました。出場の機会をいただいた、寺田前会長には今更ながら大変感謝いたしております。

リレーマラソン出場に関連して、若干の方々は既にご存知かと思いますが、私の子供時代の部活動や、これまでの運動歴などについ

てご紹介したいと思います。

小学校の高学年から中学時代、高校２年生の途中ぐらいまでは、陸上部に所属しておりまして、夏は短距離走、冬は長距離走をやっ

ていました。とはいえ、高校生の時は、メインはコーラス部でしたので真面目に走っていたのは中学生まで、ということになります。

大学生の時は、陸上からは足を洗って、テニスサークルに所属していました。

大学卒業後はあまり運動もしていなかったのですが、司法修習生の頃は、修習先の指導担当弁護士が、ランニングや登山が好きな

先生であり、修習生にもマラソン大会と、弁護士会山岳部の登山に各1回ずつ出場するというのが隠れた修習義務となっていましたの

で、私も多少の練習をして名城公園のマラソン大会と、山登りに参加しました。

身体を動かすのは嫌いではないので、継続的に運動は続けていきたいと思っていますが、今は、家での簡単なストレッチとラジオ体

操と、このクラブでのロータリー体操ぐらいしかできていません。

次に、私自身の生い立ちを簡単にご紹介したいと思います。

私は生まれてからずっと安城市東栄町で過ごしました。安城北部小学校、東山中学校を卒業しております。

結婚を機に名古屋市緑区や岡崎市に住んでいたこともありますが、その後約７年前に地元である安城市に戻ってきました。

現在は、西別所町に住んでいます。安城市は長く住んでいたこともあり、私にとってはとても生活しやすい街で、これからも

ずっと地元で弁護士業を続けていくつもりです。

私の家族は、会社員の夫と、今年小学生１年生になった現在６歳の娘の３人暮らしです。

娘は一人っ子ということもあり甘えん坊で、まだまだ手がかかる年頃です。ですので、子供の体調や行事などでロータリー

クラブの活動に支障がでることもあるかもしれません。その際はどうぞ暖かい目で見守っていただければありがたいです。

仕事については、弁護士になる前に企業の知的財産部に勤務していたこともあり、知的財産関係の仕事もやりたいと思っ
ていたのですが、残念ながら、このあたりではほどんど知的財産関係の仕事はありません。

今は、交通事故の関係や、離婚・相続・後見といった家事関係の事件、破産や再生といった債務整理関係の仕事に多く

取り組んでおりますが、中小企業の方からの契約関係や労働関係の相談なども少しずつ増えてきています。
まだまだ弁護士としての経験も浅く、日々勉強ばかりですが、安城ロータリークラブに来て、様々な業種の方とお話しさせ

ていただけることは、息抜きにもなりつつ、勉強にもなると感じております。
今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。



イニシエーションスピーチ 野田 敏男君

令和01年11月から安城ロータリークラブに入会させて頂きました、野田敏男です。

安城市桜井町で建築デザイン事務所を経営しております。

自己紹介をさせて頂きます。

生まれ育ちは西尾市です。安城市には結婚を機に８年前に越して来ました。

今年で46歳になります。同い年の妻と、今年で６歳になる長男がいます。

仕事は建築デザイン事務所を経営しております。学校を卒業して最初は西尾市役所建築課にいました。30歳で転職をして

修業をし、それから独立して13年間頑張らせてもらっており、昨年法人化した処です。

簡単に言うと建築の設計事務所になります。では何故「デザイン事務所」と謳っているかというと、たとえばお店であるならば、

通常の設計事務所でしたら「建物を創ってお仕舞い」というところですが、看板とか・メニュー表とか・ディスプレイとか・ショッ

プカードとか・制服とか、およそ「デザイン」と名の付くものには全て関わるからです。それは住宅も同じです。

建築で心がけているのは「独り善がり」にならないこと。

昨今、デザイン性が叫ばれて久しくないですが、本来デザインとは実用性・機能性・耐久性・メンテナンス性をクリアした上に

成り立つもの。パッと見が良ければそれでいいよね、というものではありません。それは今回の「コロナ禍」でも浮き彫りに

なってきています。

建物と云うのは何処まで行っても建築家のモノではなく、施主・発注者のモノ。そこを履き違え無い上で「デザイン性」を私は

追及したいと思います。

余談ですがデザインはDesign。語源は「De-Sign」⇒署名が無い⇒誰が作ったかワカラナイ。だけど「これのデザインって

言ったらこれだよね」という普遍的形を目指すのがデザイン。決して「奇を衒teraう」ことでは無いのです。

趣味といいますか、建築と同等に「２本柱」として『茶道』を嗜んでおります。これは10歳の頃からやっているので、もう36年

になります。

茶道は何だかややこしくて「茶道ってなに？」と良く聞かれます。

僕は２つの答えを用意していて「おもてなし」と「哲学」です。

日本を代表する文化である、茶道、華道、歌舞伎、能、狂言etc。それらの中で茶道だけが決定的に違うのは「相手が人であ

るということ。」茶道以外のそれらは元々「神に奉納する儀式」であるということ。茶道が「おもてなし」の日本代表であると云

われる所以はそこです。

そして「『茶』という『道』を通して「何をしたいのか？何になりたいのか？どうしたいのか？」と自問自答すること。だから哲学

と答える。

これらが僕の考える茶道です。

昨年から安城ロータリークラブに入会させて頂きました。自分なりに客観的に見ても「異端」な存在ではないかな、と思って

います。元・公務員という肩書きではありますが、実はあらゆる組織に属する事を拒んできた一匹狼です。ですが、とある大

切な方との御縁で安城ロータリークラブに入会させて頂きました。それには何かしらの意味があると僕は考えます。謙虚さを

忘れずに、このクラブ・地域に対して何かしらの貢献が出来たらと思っています。

御指導・御鞭撻、宜しくお願い致します。

イニシエーションスピーチ 成瀬 清二君
基本的に自己紹介、会社紹介を致します。

① 所在地、経歴、家族構成、趣味等

会社所在地 本社営業所、岐阜営業所

② 創業からの経緯

＊昭和60年 成瀬畜産（家畜専用として輸送を開始）開業する。

＊平成3年3月 株式会社成瀬 設立

＊平成7年陸運局より営業ナンバー取得

＊平成15年 株式会社エムシーラインに商号変更

③ 事業内容（運送会社・園芸資材卸・倉庫） 輸送品目（農業・畜産・園芸・食品・建築・重機）

最後にロータリークラブのメンバーに参加した感想として、クラブ活動の一員としての誇りと社会的責任を改めて実感し、

更に自身の成長を図りロータリー活動に貢献できればと思います。



イニシエーションスピーチ 山口 雄史君

本日は皆様、ご多忙の中、お時間をいただきましてありがとうございます。

そして伝統と格式の高い安城ロータリークラブへの入会を承認いただいたことを、この場を

お借りいたしまして改めてお礼を申し上げます。

私は生まれも育ちも京都の西大路というところでございます。

西大路とは京都駅から大阪よりへ一駅すすんだところにございます。

下町ですが、下着メーカーのワコールや、自動車バッテリーのGSユアサ、上場企業の日本新薬など大企業の本社も多数あり

ます。

父は京都で着物の直しをしておりまして、そこの次男坊として私は生まれました。

中学校から立命館というところに進学しまして、大学卒業後に今の会社に入社しました。

私が就職活動をしていた2003年当時は銀行に不良債権問題が起きており、日経平均株価が7000円をつけていた時でした。

そんな不況の時でしたが、私は今後大きく上がると確信して、証券会社に入りました。

入社してからはずっと個人向けの営業職をしておりまして、愛知県の岡崎で課長になり、その後に東京の大井町で2年間支

店長を務めさせていただき、昨年10月から安城支店長になりました。

話は大きく変わりますが、私の趣味は魚釣りです。

大好きだった祖父の影響で小さい頃から今までいろんな釣りをしましたが、特に5年前からうなぎ釣りにハマっています。4月

から10月のシーズンの時期になる毎週金・土・日と毎晩川に出かけていました。

妻と娘は呆れてますが、釣ったうなぎを自分で捌いて炭火で焼いて食べたりもしています。

まとまりのない話になりましたが、

伝統ある安城ロータリークラブで地域への貢献に少しでもお役に立てるように、楽しく頑張りたいと思っておりますので、どう

ぞ皆様宜しくお願い致します。

以上を持ちまして短いですが、私のイニシエーションスピーチとさせていただきます。

イニシエーションスピーチ 永井 慎悟君

皆さんこんにちは。

株式会社大嶽安城常務取締役の永井でございます。下の名は慎悟と申します。

この度永谷文人さんよりご推挙をいただき、２０２０年６月より安城ロータリークラブに

入会させていただきました。

先代の岩雄、先々代の乙茂もお世話になり、重職を担わさせていただいた伝統と格式の

ある安城ロータリークラブに入会させていただきました事は私にとって身に余る光栄でござ

います。本来でありますなら弊社社長の恭仁子がご入会させていただくのが筋かと存じますが、社業に加え主婦業とやっと

１歳となった子供の育児業をこなし、かなり忙殺されている毎日であります。私が代わりを務める形となりますが何卒ご理解

賜らばと存じます。

さてここで私自身の自己紹介をさせていただきます。

弊社の会社の業態は改めてご説明するような事はございませんが、私からしますと大嶽の家は母方の実家となります。先

代の岩男雄は叔父にあたり、現社長の恭仁子とは従妹の間柄になります。先々代の乙茂からは同じ孫となります。父方は

父も叔父も中央精機さまの取締役を務めておりましたので、安城の経済界とは所縁がございます。

私自身は岡崎市で生まれ、現在も岡崎に在住しておりますが、大嶽の家からしますと初孫だった事もあり、３歳下の弟が

生まれた時半ば里親のような感じで大嶽の家に出されまして小学校入学まで御幸本町の大嶽の家で育ちました。その時に

祖父母に連れられ安城ロータリークラブのクリスマス会に参加した遠い記憶がございます。

家族は夫婦に大学生の娘と高校生の息子があります。両親は１０年前に既に他界しておりますが、４歳下の妹の面倒も見

ております。面倒を見ている妹は皆さんお聞きした事はあると思いますが、ダウン症という知的な障害をもっております。私

の両親が今から３０年以上前に知的な障害を持つ子達の社会同和を目指して、授産施設を立ち上げたのですが、亡くなっ

た両親の後を継ぐ形で私が現在引き継いでおります。その間法人化しまして、現在社会福祉法人あおいという名で、職能訓

練と生活介護を担う授産施設を２か所運営しております。社業の傍らこちらでは」理事長を務めております。

私自身は地元の高校、東京の大学を出、平成５年に碧海信用金庫に入庫いたしました。

今から約２０年前の３０歳の頃豊田のある支店で、当時支店長をされていました福田情報委員会委員長にも直接お世話

になりました。２３年間勤務を経て５年ほど前に当時社長であった叔父の岩男より、若返りを図るため近く社長を娘に渡すの

でお前も手伝え！の一言で大嶽に入り現在に至っております。



イニシエーションスピーチ 榮 圭士君

株式会社コーリング おそうじ本舗新安城店の栄圭士です。

昭和43年12月11日生まれの51歳です。

一昨年まで安城商工会議所青年部に所属しておりまして、29年度に会長をさせていただ

いていた時には安城ロータリークラブの60周年の記念式典にも来賓としてお招きいただき

ました。

青年部の活動を通じて、さまざまな方とご縁をいただきこの6月に入会させていただきました。

両親ともに大阪の人で父親の仕事の都合で安城に引っ越してくる9歳まで大阪で育ちました。

そのため父の影響もあって大の阪神タイガースファンでもあります。

家族は妻と3人の息子がおります。

妻とは高校のクラスメートで、20歳の時に結婚いたしました。

29歳になる長男は1度結婚し、私が46歳の時に孫の顔もみせてくれましたがなぜか今は一人で岡崎に住んでおります。

26歳の二男と21歳の三男、それに4匹の拾った猫たちと暮らしております。

職業ですが、おそうじ本舗というフランチャイズに加盟しハウスクリーニングをメインにリフォームなど幅広くやらせて頂いてお

ります。

新安城にある自宅兼店舗では衣類のクリーニングの取次を妻がやっております。

家族の協力、周りの方々のご支援などもあり、なんとか18年間愛知県の加盟店では一番の古株として続けてこれました。

半信半疑で始めた仕事ですが、今では人生で一番長くやってる仕事になりました。

そして昨年、桜井でウエールホーム株式会社という注文住宅の会社をやっている弟と新たに株式会社コーリングというリ

フォーム会社を立ち上げました。

建築家だった父は52歳という若さで私が19歳の時に肝硬変で亡くなりました。

弟が建築屋として立派にやっていること、そして今私がこうして伝統と歴史のある安城ロータリークラブに入会した事を誇らし

く思ってくれていると思います。

こんな、たたき上げの私ですが安城ロータリークラブのメンバーとして恥ずかしくないよう精進していく所存であります。

でお前も手伝え！の一言で大嶽に入り現在に至っております。

趣味はスポーツ全般ですが、ゴルフは学生時代から始めて３０年ぐらいになります。その他野球の観戦も好きですが、プロ

野球ではなく高校野球の方です。私自身は野球の経験は殆どなく、学生時代はラグビーをしておりました。息子には小さい

頃からリトルリーグという硬式野球を始めさせ、高校生になった今、寮に入って真剣に甲子園を目指しています。奇跡が起こ

ればもしかしたら甲子園という立場にはいますので親バカで毎週のように試合の観戦に出向いております。

あと趣味と言えるのは麻雀ぐらいでしょうか。こちらも学生の頃ですので３０年以上になります。若かりし頃何を勘違いした

かプロになろうかと考えたこ事も夢見ましたが、点数計算ができず、断念いたしました。

自己紹介と言いましてもお恥ずかしながらこの程度となります。

ただ私も５０歳を過ぎました。人生１００年時代の現代からしますと未だ折り返しかもしれませんが、セカンドライフや人生観

を見直す時だと思っております。

その中でロータリークラブで貴重な経験をさせていただくのは人生の糧となると思っております。

クラブの理念を尊重し理解しつつ、今後とも精進していく所存ですので、まだまだ若輩者の未熟者でございますが、皆様方

におかれましては何卒ご指導ご鞭撻賜りますようお願い申し上げ、ご挨拶に代えさせていただきます。

今後とも宜しくお願いいたします。

イニシエーションスピーチ 赤木 禎行君

皆様、あらためまして、こんにちは。赤木禎行でございます。

歴史と伝統ある安城ロータリークラブに、丸山様と加賀様のご紹介で入会させていた

だいたばかりで、未だ1ヵ月半のひよっこです。よろしくお願いいたします。

今回、改めてお時間をいただきましたので、自己紹介させていただきます。

私は昭和37年9月2日に京都府宇治市で生まれました。父親の転勤で、小学校2年の時に、岡崎市にやってきて、小学校4

年生からソフトボール、中学・高校と野球に熱中し、大学では勉強そっちのけでアルバイトに明け暮れました。現在は岡崎市

細川町に妻と母親の3人で住んでおります。長女は日本郵便に勤務、次女は大学生ですが、二人とも東京に行ってしまい、



細川町に妻と母親の3人で住んでおります。長女は日本郵便に勤務、次女は大学生ですが、二人とも東京に行ってしまい、

寂しい思いをしております。

趣味は、妻と二人であちこちに出かけることです。出かける際には、ふわっとしたテーマを決めて、その付近にある寺社、

城、博物館・美術館といったところを周ります。たとえば、昨年の5月は、大阪の新世界で串カツを食べるというのを主目的に、

四天王寺・大阪府立美術館や仁徳天皇陵など、二日間であちこちを巡りました。

仕事は大学卒業後に中央精機に就職しまして、海外事業企画の仕事を９年ほどやった後、1995年にタイに赴任しました。

タイには8年弱おりましたが、1997年7月に始まったアジア経済危機で大きな影響を受け、現地会社の売り上げが4分の1に

なったこともありました。2度目のタイ赴任は2011年から2年だったのですが、赴任早々に東北大震災が起き、翌年はタイで

大規模な洪水が発生し、経営的には大変に苦しい時期を過ごしました。何かを引き寄せる体質なんでしょうか・・・。

それ以外では営業を8年、購買を3年、経営企画を4年経験しています。

当社はトヨタ自動車をメインのお客様として事業を行っていますし、海外はアメリカと中国、インドネシアがメインの事業にな

ります。私は、海外事業ではアメリカと中国以外(タイ、マレーシア、インドネシア、フィリピン、韓国、台湾 等)、営業ではトヨタ

以外(トヨタ以外のすべての日本のカーメーカー)を担当していまして、会社ではずっと非主流派路線を歩んでまいりました。

購買では非常に多くの取引先様にお世話になり、勉強させていただきました。

経営企画は何やらよくわからない部署だとは思いますが、当社の場合はIT部門も統括している部署でありまして、ITなど私

の専門外ではありましたが、これまた勉強をさせていただきました。IT部門にいたからと言って、皆様からパソコンを教えてほ

しいというご要望に応えるほどの知識・経験はなく、そういう期待には沿えないと思いますのであしからずご了承ください。

今年の7月からは常勤監査役をやっておりますが、こちらも何が何やらわからない状態で日々勉強の毎日です。

私は自分では真面目で小心者で人見知りな性格だと思っています。そんな自分を打開するため、モットーとする言葉は「マ

イペンライ」です。タイ語なのですが、一般的な意味は「問題ない」「大丈夫」と意味ですが、他にも場面によってさまざまな意

味を持ちます。かなりの意訳になりますが「何とかなるさ」というのはタイ人気質をよく表していると思うのですが、タイで仕事

をした経験から、この「何とかなるさ」を常に心がけるようにしています。色々と辛いこともありますからね・・・。

中央精機のご紹介を少し。

中央精機は自動車用のホイールの製造、ホイールとタイヤの組付け、タクシー用LPGタンクの製造を行っている会社です。あ

まり世には知られていない会社で、市場では、ホイールといえばエンケイやBBSの名前が、いの一番に出てきて、中央精機

の名前を聞くことはまずありません。とはいえ、日本国内のトヨタ向けのシェアはスチールホイールでは95%、アルミホイール

で60%、タクシー向けLPGタンクは100%です。

先日のロータリークラブでゴルフのコンペのお知らせがありましたが、今の私は腰痛爆弾を抱えてゴルフができない状態で

あり大変に残念です。以前は腰痛といっても、慢性ではなく、数年に一回程度、ぎっくり腰に襲われながらも、ゴルフがやれ

ないことはありませんでした。タイにいた頃は、腕はともかく、年間50ラウンドをこなしていましたので、そのツケが回ってきた

のかもしれません・・・。

さらに皆様には残念なことをお伝えしなくてはいけないのですが、お酒も飲めないという大変な不調法者です。とはいえ、コ

ロナの危機が去って会食の機会があれば、アルコールではなく、ウーロン茶片手に皆様と笑い・語り合いたいと思います。

今後とも、よろしくお願いいたします。ありがとうございました。


